
区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基
礎
・
導
入

法律学入門 2 1 選択必修 集中 ｅ-ラーニング 履修不可

政治学入門 2 1 選択必修 2 複数開講 あり
外国語学部生は２年次配当

プレップセミナー 2
1年次
に限る

選択必修 2 複数開講 クラス指定 履修不可

基　
　
　
　
　
　

幹

民法Ⅰ（概論・総則・物権） 4 1 必修 通２ あり 連続講義 履修不可

刑法Ⅰ（総論） 4 1 必修 4/集中 あり 連続講義
複数開講 あり

民法Ⅱ（債権各論） 2 1
ユニット
選択必修A

2 複数開講
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

民法Ⅲ（債権総論・担保物権） 2 2 2
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

憲法初級Ａ（統治機構論） 2 1 ユニット
選択必修A

2 複数開講 あり
憲法初級Ｂ（基本的人権論） 2 1 2 複数開講 あり

刑法Ⅱ（各論） 4 2 ユニット
選択必修A 通２ 連続講義

国際政治学Ａ 2 2 ユニット
選択必修A

2 あり
経済学部生は３年次配当

政治過程論Ａ 2 2 2/集中 あり 複数開講 あり
法哲学Ａ 2 2 ユニット

選択必修B
2 あり 履修不可

法社会学Ａ 2 2 2 あり

民事訴訟法 4 2 ユニット
選択必修B 4 4 あり 連続講義 あり

会社法Ⅰ 2 2
ユニット
選択必修B

2/集中 あり 複数開講
あり

「融合教育のための
商法」修得済み

会社法Ⅱ 2 2 2/集中 あり 複数開講
あり

「融合教育のための
商法」修得済み

行政法総論Ａ 2 2
ユニット
選択必修B

2 あり
経済学部生は３年次配当

行政法総論Ｂ 2 2 2 あり
経済学部生は３年次配当

刑事訴訟法 4 2 ユニット
選択必修B 4 あり 連続講義 あり

行政学Ａ 2 2 ユニット
選択必修B

2 あり あり
経済学部生は３年次配当

政治学原論Ａ 2 2 2 あり あり
経済学部生は３年次配当

法哲学Ｂ 2 2 選択 本年度休講 履修不可
法社会学Ｂ 2 2 選択 2 あり あり
西洋法制史Ａ 2 2 選択 本年度休講
西洋法制史Ｂ 2 2 選択 本年度休講

民法Ⅳ（親族・相続） 2 2 選択 2
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

民事紛争処理論 4 2 選択 4 あり 連続講義
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

商法概論 2 2 選択 2 2 リレー
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

有価証券法 2 2 選択 2/集中 あり 複数開講 あり
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基　
　
　
　
　
　

幹

憲法中級Ａ（統治機構論） 2 2 選択 2 あり

「憲法初級Ａ（統
治機構論）」、「憲
法初級Ｂ（基本的
人権論）」修得済み

あり
「憲法初級Ａ（統治機構
論）」、「憲法初級Ｂ（基
本的人権論）」修得済み

憲法中級Ｂ（基本的人権論） 2 2 選択 2 あり

「憲法初級Ａ（統
治機構論）」、「憲
法初級Ｂ（基本的
人権論）」修得済み

あり
「憲法初級Ａ（統治機構
論）」、「憲法初級Ｂ（基
本的人権論）」修得済み

地方自治法 2 2 選択 2 あり あり

税法Ⅰ（所得税法） 2 2 選択 2 あり

あり
「人事・労務プログラム」登
録者と（2012年度以降入学
者）「会計・税務プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

雇用関係法 2 2 選択 2

あり
「人事・労務プログラム」、
「多文化共生プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

労使関係法 2 2 選択 2
「人事・労務プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

経済法 4 2 選択 連続講義 本年度休講 経済学部生は３年次配当

社会保険法 2 2 選択 2

あり
「人事・労務プログラム」、
「多文化共生プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

社会福祉法 2 2 選択 2 隔年開講

「人事・労務プログラム」、
「多文化共生プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

社会安全政策Ｉ（総論） 2 2 選択 2 あり あり
被害者学 2 2 選択 2 あり あり
警察学概論 2 2 選択 2 あり あり
国際法Ａ（総論） 2 2 選択 2 あり あり
国際法Ｂ（国家管轄権） 2 2 選択 2 あり あり

国際私法 4 2 選択 通２ あり 連続講義
あり

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

国際政治学Ｂ 2 2 選択 2 あり あり
経済学部生は３年次配当

日本外交史 2 2 選択 2 あり あり
アジア政治外交史Ｂ 2 2 選択 2 あり

政治学原論Ｂ 2 2 選択 2 あり あり
経済学部生は３年次配当

公共政策と市民社会 2 2 選択 2 あり あり
政治過程論Ｂ 2 2 選択 2/集中 あり 複数開講 隔年開講 あり
政治思想史 2 2 選択 2 あり あり
比較政治学 2 2 選択 2 あり あり
地方自治論Ｉ 2 2 選択 2 あり あり
地方自治論Ⅱ 2 2 選択 2 あり
日本政治史 2 2 選択 2 あり
西洋政治史Ａ 2 2 選択 2 あり あり
西洋政治史Ｂ 2 2 選択 2 あり あり

憲法上級（司法審査論） 2 3 選択 2 「憲法中級Ｂ」
修得済み

○法「憲法中級B（基本
的人権論）」修得済み
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基　

幹

行政救済法 2 3 選択 2 「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

○法「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

西洋外交史Ａ 2 3 選択 2 あり あり
西洋外交史Ｂ 2 3 選択 2 あり あり

Ａ　
　
　

Ｌ

ファンダメンタル・セミナー 2
1年次
に限る

選択必修 2 あり 複数開講 履修不可

１年次民事法双方向講義 2
1年次
に限る

選択必修 2
あり

「民法Ⅰ（概論・総
則・物権）」修得済み

複数開講 履修不可

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ 選択必修 2

あり
「プレップセミナー」、
「民法Ⅰ（概論、総則、
物権）」修得済み

複数開講 4年次生
履修不可 履修不可

司法における外国語の役割 2 1 選択必修 通年集中
あり

「司法外国語プログラ
ム」登録者のみ履修可

あり
「司法外国語プログラム」
登録者のみ履修可

日本近現代法史 2 2 選択必修 2 あり あり
英米法 4 2 選択必修 4 英米法Ⅱ あり 連続講義 あり

契約法発展 2 2 選択必修 2

あり
「民法Ⅱ
（債権各論）」
修得済み

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み
○法「民法Ⅱ（債権
各論）」修得済み

不法行為法発展 2 2 選択必修 2

あり
「民法Ⅱ
（債権各論）」
修得済み

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み
○法「民法Ⅱ（債権
各論）」修得済み

実践労働法演習 2 2 選択必修 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

あり
「人事・労務プログラム」
登録者優先

人事・労務インターンシップ 2 2 選択必修 通年集中 あり あり
国際取引法Ⅲ（英米） 4 2 選択必修 4 あり 連続講義 あり

政治学特殊講義 2 2 選択必修 あり 
複数履修可 本年度休講 履修不可

２年次演習Ａ� 注１） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり 履修不可

２年次演習Ｂ� 注１） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり 履修不可

法教育演習Ⅱ 2 2 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

複数開講 履修不可

「法律学入門」演習 2 2 選択必修 2
あり

「法律学入門」
修得済み

複数開講 履修不可

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

選択必修 通 2 あり あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

選択必修 集中
あり

「２年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

複数開講
あり

「２年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

グローカル人材論特殊講義 2 2 選択必修 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施 あり

自由演習 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 履修不可

政治学中書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学中書講読 2 2 選択必修 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

政治学伊書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ　
　
　

Ｌ

法学伊書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学仏書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学仏書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学露書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学露書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学英書講読 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 複数開講 あり

複数履修可

法学英書講読 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 複数開講 あり

複数履修可

英文契約書作成 4 3 選択必修 4
あり

「国際取引法Ⅲ
（英米）」修得済み

連続講義 あり

３年次民事法双方向講義Ａ 2 3 選択必修 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

３年次民事法双方向講義Ｂ 2 3 選択必修 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

知的財産実務演習 4 3 選択必修 通 2

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済みおよび「知
財エキスパートプ
ログラム」登録者の
み履修可

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済みおよび「知
財エキスパートプ
ログラム」登録者の
み履修可

知的財産実習 2 3 選択必修 通年集中

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み「知的財
産実務演習」修得済
みまたは履修中お
よび「知財エキス
パートプログラム」
登録者のみ履修可

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み「知的財
産実務演習」修得済
みまたは履修中お
よび「知財エキス
パートプログラム」
登録者のみ履修可

３年次公法双方向講義Ａ 2 3 選択必修 2

あり
「憲法初級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法初級Ｂ
（基本的人権論）」、
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」　
修得済み

履修不可
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ　
　
　
　
　
　

Ｌ

３年次公法双方向講義Ｂ 2 3 選択必修 2

あり
「憲法初級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法初級Ｂ
（基本的人権論）」、
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」、
「憲法上級
（司法審査論）」　
修得済み

履修不可

３年次刑事法双方向講義Ａ 2 3 選択必修 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

３年次刑事法双方向講義Ｂ 2 3 選択必修 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 選択必修 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「社会安全政策Ⅰ
（総論）」、「社会安
全政策Ⅱ（各論）」
を修得済み

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、「社
会安全政策Ⅰ（総論）」、

「社会安全政策Ⅱ（各
論）」を修得済み

民事手続法リーガルライティング 2 3 選択必修 2
あり

「民事訴訟法」
修得済み

履修不可

会社法リーガルライティング 2 3 選択必修 2
あり

「会社法Ⅰ」
履修済み

履修不可

税法発展 2 3 選択必修 2 あり あり

３年次演習Ａ� 注１） 2 3 選択必修 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

履修不可
「人事労務プログラム」
登録者のみ一部可

３年次演習Ｂ� 注１） 2 3 選択必修 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

履修不可
「人事労務プログラム」
登録者のみ一部可

法教育演習Ⅲ 2 3 選択必修 集中

あり
「法教育演習Ⅰ」、
「法教育演習Ⅱ」
修得済み

履修不可

法教育演習Ⅳ 2 2 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

総合政策リサーチ 2 3 選択必修 集中 あり あり

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

選択必修 通 2 あり あり

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

選択必修 集中
あり

「３年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

あり
「３年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

グローカル人材PBL 2 3 選択必修 2 あり あり
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注１）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ　
　
　
　
　
　

Ｌ

４年次民事法双方向講義 2 4 選択必修 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

４年次公法双方向講義 2 4 選択必修 2

あり
「憲法初級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法初級Ｂ
（基本的人権論）」、
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」、
「憲法上級
（司法審査論）」、
「行政救済法」
修得済み

履修不可

４年次刑事法双方向講義 2 4 選択必修 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

４年次演習（A・B）� 注１） 2 4 選択必修 2 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習のう
ち、いずれか1科
目以上修得して
いること

履修不可

司法翻訳演習（中国語） 2 3 選択必修 2 あり

展　
　
　
　
　
　

開

大陸法 2 2 選択 本年度休講
日本法制史Ａ 2 2 選択 2 あり あり
日本法制史Ｂ 2 2 選択 2 あり あり
東洋法制史Ａ 2 2 選択 2 あり
東洋法制史Ｂ 2 2 選択 2 あり
ジェンダーと法 2 2 選択 2 あり あり
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 選択 本年度休講
医事法 2 2 選択 2 あり あり

民法特殊講義（家族法発展） 2 2 選択 2
「民法Ⅳ
（親族・相続）」
修得済み

「民法Ⅳ（親族・相続）」、
「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

保険法 2 2 選択 2 あり あり
海商法 2 2 選択 2 あり あり
商法特殊講義（証券・商品取引） 2 2 選択 本年度休講

産業社会と知的財産 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

あり
「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

知的財産法Ⅰ
（特許法・実用新案法） 2 2 選択 2 あり

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

知的財産法Ⅱ（商標法・意匠法） 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

あり
「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

法学部 法律学科　2015〜2017年度入学者

注１）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

展　
　
　
　
　
　

開

知的財産法Ⅲ（著作権法・不正競
争防止法・その他） 2 2 選択 2 あり

あり
「融合教育のための民法
（概論・総則）」修得済み

登記法 4 2 選択 4 あり 連続講義 あり

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 選択 2 あり 土地家屋調査士会
による寄附講座 あり

行政組織法 2 2 選択 2 あり あり

環境法Ａ 2 2 選択 2 あり

あり
「環境人材プログラム」
登録者のみ履修可
３年次配当

環境法Ｂ 2 2 選択 2 あり あり

税法Ⅲ（法人税法） 2 2 選択 2 あり あり
経済学部生は３年次配当

公法特殊講義 2 2 選択 2 あり

履修不可
あり

「公法特殊講義
（現代社会と税
法）」のみ履修可

社会保障政策 2 2 選択 2 あり あり
格差と雇用政策 2 2 選択 2 あり あり
犯罪社会学 2 2 選択 2 あり
社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 選択 2 あり 複数開講 あり
警察政策論 2 2 選択 2 あり あり
刑事司法と外国人 2 2 選択 2 あり あり
被害者政策 2 2 選択 本年度休講
少年法 2 2 選択 2 あり
国際法Ｄ（国際責任・紛争処理） 2 2 選択 2 あり あり
国際法Ｅ（国際安全保障法） 2 2 選択 2 あり あり
国際法Ｇ（国際機構法） 2 2 選択 2 あり あり
国際取引法Ⅳ（アジア・民事） 2 2 選択 本年度休講
国際取引法Ⅴ（アジア・商事） 2 2 選択 本年度休講

総合安全保障論 2 2 選択 2 あり 防衛省等から講師
を招聘して実施 あり

公共政策概論 2 2 選択 2 あり
政策分析論 2 2 選択 2 あり あり
地域ガバナンス論 2 2 選択 2 あり あり
環境ガバナンス論 2 2 選択 2 あり あり
日本の法律 2 2 選択 2 あり あり

人事・労務の実務 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

あり
「人事・労務プログラム」
登録者優先

金融取引法 2 2 選択 2 あり あり

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 選択 2
あり

「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

あり

犯罪心理学 2 2 選択 2 あり 複数開講 あり
矯正社会学Ⅰ 2 2 選択 2 あり あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 選択 2 あり あり
企業ファイナンス法 2 3 選択 2 あり あり
企業組織法 2 3 選択 2 あり あり
警察行政法 2 3 選択 2 あり あり

都市と法政策 2 3 選択 2 2
あり

「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

あり
○法「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

国際法Ｃ（国際人権法） 2 3 選択 本年度休講
国際法Ｆ（国際人道法） 2 3 選択 本年度休講

地方自治未来論 2 3 選択 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施 あり

消費者法 2 2 選択 2 あり

法学部 法律学科　2015〜2017年度入学者
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法学部 法政策学科　2015〜2017年度入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基
礎
・
導
入

法律学入門 2 1 選択必修 集中 ｅ-ラーニング

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

政治学入門 2 1 選択必修 2 複数開講

プレップセミナー 2
1年次
に限る

選択必修 2 あり 複数開講 クラス指定

基　
　
　
　
　
　

幹

民法Ⅰ（概論・総則・物権） 4 1 必修 通２ 連続講義
公共政策概論 2 2 必修 2
憲法初級Ａ（統治機構論） 2 1 ユニット

選択必修A
2 複数開講

憲法初級Ｂ（基本的人権論） 2 1 2 複数開講

刑法Ⅰ（総論） 4 1 ユニット
選択必修A 4/集中 連続講義

複数開講
民法Ⅱ（債権各論） 2 1 ユニット

選択必修A
2 複数開講

民法Ⅳ（親族・相続） 2 2 2
法哲学Ａ 2 2 ユニット

選択必修A
2

法社会学Ａ 2 2 2
行政法総論Ａ 2 2 ユニット

選択必修A
2

行政法総論Ｂ 2 2 2
行政学Ａ 2 2 ユニット

選択必修A
2

政治過程論Ａ 2 2 2/集中 複数開講
地方自治論Ｉ 2 2 ユニット

選択必修B
2

地方自治法 2 2 2 あり
社会保障政策 2 2 ユニット

選択必修B
2

社会保険法 2 2 2
社会安全政策Ｉ（総論） 2 2 ユニット

選択必修B
2 あり

社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 2 あり
国際法Ｅ（国際安全保障法） 2 2 ユニット

選択必修B
2

国際政治学Ａ 2 2 2
公共政策と市民社会 2 2 ユニット

選択必修B
2

地域ガバナンス論 2 2 2
法哲学Ｂ 2 2 選択 本年度休講
法社会学Ｂ 2 2 選択 2
西洋法制史Ａ 2 2 選択 本年度休講
西洋法制史Ｂ 2 2 選択 本年度休講
会社法Ⅰ 2 2 選択 2/集中 複数開講
会社法Ⅱ 2 2 選択 2/集中 複数開講

憲法中級Ａ（統治機構論） 2 2 選択 2
「憲法初級Ａ（統治機構
論）」、「憲法初級Ｂ（基
本的人権論）」修得済み

憲法中級Ｂ（基本的人権論） 2 2 選択 2
「憲法初級Ａ（統治機構
論）」、「憲法初級Ｂ（基
本的人権論）」修得済み

行政組織法 2 2 選択 2 あり
社会福祉法 2 2 選択 2 隔年開講
労使関係法 2 2 選択 2
雇用関係法 2 2 選択 2
犯罪社会学 2 2 選択 2
被害者学 2 2 選択 2
警察学概論 2 2 選択 2
国際法Ａ（総論） 2 2 選択 2
国際法Ｂ（国家管轄権） 2 2 選択 2
国際法Ｇ（国際機構法） 2 2 選択 2
国際私法 4 2 選択 通２ 連続講義
国際政治学Ｂ 2 2 選択 2

総合安全保障論 2 2 選択 2 あり 防衛省等から講師
を招聘して実施

政策分析論 2 2 選択 2
政治過程論Ｂ 2 2 選択 2/集中 複数開講 隔年開講
政治学原論Ａ 2 2 選択 2 あり
政治学原論Ｂ 2 2 選択 2 あり

法学部（法政策学科）《2015～2017年度入学者》
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

基　
　
　

幹

環境ガバナンス論 2 2 選択 2 他
学
部
生
の
履
修
に
つ

い
て
は
、
法
律
学
科
の

同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

地方自治論Ⅱ 2 2 選択 2
警察行政法 2 3 選択 2

地方自治未来論 2 3 選択 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施

Ａ　
　
　
　
　
　

Ｌ

法政策基礎リサーチ 2
1年次
に限る

選択必修 2 あり 複数開講 履修不可

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ 選択必修 2
あり

「プレップセミナー」、
「民法Ⅰ（概論、総則、
物権）」修得済み

複数開講 ４年次生
履修不可

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

司法における外国語の役割 2 1 選択必修 通年集中
あり

「司法外国語プログラ
ム」登録者のみ履修可

日本近現代法史 2 2 選択必修 2 あり
英米法 4 2 選択必修 4 英米法Ⅱ あり 連続講義

契約法発展 2 2 選択必修 2
あり

「民法Ⅱ（債権各
論）」修得済み

不法行為法発展 2 2 選択必修 2
あり

「民法Ⅱ（債権各
論）」修得済み

人事・労務インターンシップ 2 2 選択必修 通年集中 あり

実践労働法演習 2 2 選択必修 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

国際取引法Ⅲ（英米） 4 2 選択必修 4 あり 連続講義

政治学特殊講義 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講 履修不可

フィールド・リサーチ 4 2 選択必修 通年集中 あり 注１） 履修不可

２年次演習Ａ� 注２） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

２年次演習Ｂ� 注２） 2
2年次
に限る

選択必修 2 あり

法教育演習Ⅱ 2 2 選択必修 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

「法律学入門」演習 2 2 選択必修 2
あり

「法律学入門」
修得済み

複数開講 履修不可

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

選択必修 通２ あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

選択必修 集中
あり

「２年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

複数開講

グローカル人材論特殊講義 2 2 選択必修 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施

自由演習 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可

政治学中書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

法学中書講読 2 2 選択必修 2 あり
複数履修可

政治学伊書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

法学伊書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

政治学仏書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

法学仏書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

政治学露書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

法学部 法政策学科　2015〜2017年度入学者

注１）選択する履修プログラムの「フィールド・リサーチ」を登録のこと。同一年度の複数履修不可（履修要項参照）。
注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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法学部 法政策学科　2015〜2017年度入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

Ａ　
　
　
　
　
　

Ｌ

法学露書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

政治学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

法学独書講読 2 2 選択必修 あり
複数履修可 本年度休講

政治学英書講読 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 複数開講

法学英書講読 2 2 選択必修 2 2 あり
複数履修可 複数開講

英文契約書作成 4 3 選択必修 4
あり

「国際取引法Ⅲ
（英米）」修得済み

連続講義

知的財産実習 2 3 選択必修 通年集中

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」修
得済み「知的財産実務
演習」修得済みまたは
履修中および「知財エ
キスパートプログラ
ム」登録者のみ履修可

知的財産実務演習 4 3 選択必修 通２

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済みおよび「知
財エキスパートプロ 
グラム」登録者のみ
履修可

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 選択必修 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「社会安全政策Ⅰ
（総論）」、「社会
安 全 政 策Ⅱ（ 各
論）」を修得済み

税法発展 2 3 選択必修 2 あり あり
総合政策リサーチ 2 3 選択必修 集中 あり

３年次演習Ａ� 注２） 2 3 選択必修 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

２年次演習Ａと
合同授業

３年次演習Ｂ� 注２） 2 3 選択必修 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

２年次演習Ｂと
合同授業

法教育演習Ⅲ 2 3 選択必修 集中

あり
「法教育演習Ⅰ」、
「法教育演習Ⅱ」
修得済み

法教育演習Ⅳ 2 2 選択必修 集中
あり 

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」 
修得済み

複数開講 履修不可

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

選択必修 通２ あり

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、

法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

選択必修 集中
あり

「３年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

グローカル人材PBL 2 3 選択必修 2 あり

４年次演習（A・B）� 注２） 2 4 選択必修 2 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

司法翻訳演習（中国語） 2 3 選択必修 2 あり

注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

展　
　
　
　
　
　

開

ジェンダーと法 2 2 選択 2

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

大陸法 2 2 選択 本年度休講
日本法制史Ａ 2 2 選択 2
日本法制史Ｂ 2 2 選択 2
東洋法制史Ａ 2 2 選択 2
東洋法制史Ｂ 2 2 選択 2
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 選択 本年度休講
民法Ⅲ（債権総論・担保物権） 2 2 選択 2
医事法 2 2 選択 2

民法特殊講義（家族法発展） 2 2 選択 2 「民法Ⅳ（親族・
相続）」修得済み

民事訴訟法 4 2 選択 4 4 連続講義
民事紛争処理論 4 2 選択 4 連続講義
商法概論 2 2 選択 2 2 リレー
海商法 2 2 選択 2
保険法 2 2 選択 2
有価証券法 2 2 選択 2/集中 複数開講
商法特殊講義（証券・商品取引） 2 2 選択 本年度休講

産業社会と知的財産 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

知的財産法Ⅰ
（特許法・実用新案法） 2 2 選択 2

知的財産法Ⅱ（商標法・意匠法） 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプロ
グラム」登録者優先

知的財産法Ⅲ（著作権法・不正競
争防止法・その他） 2 2 選択 2

登記法 4 2 選択 4 連続講義

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 選択 2 土地家屋調査士会
による寄附講座

環境法Ａ 2 2 選択 2 あり
環境法Ｂ 2 2 選択 2 あり
税法Ⅰ（所得税法） 2 2 選択 2
税法Ⅲ（法人税法） 2 2 選択 2
公法特殊講義 2 2 選択 2 あり
格差と雇用政策 2 2 選択 2
経済法 4 2 選択 連続講義 本年度休講
被害者政策 2 2 選択 本年度休講
刑事司法と外国人 2 2 選択 2 あり
警察政策論 2 2 選択 2
刑法Ⅱ（各論） 4 2 選択 通２ 連続講義
刑事訴訟法 4 2 選択 4 連続講義
少年法 2 2 選択 2
国際法Ｄ（国際責任・紛争処理） 2 2 選択 2
国際取引法Ⅳ（アジア・民事） 2 2 選択 本年度休講
国際取引法Ⅴ（アジア・商事） 2 2 選択 本年度休講
日本外交史 2 2 選択 2
アジア政治外交史Ｂ 2 2 選択 2
政治思想史 2 2 選択 2
日本政治史 2 2 選択 2
西洋政治史Ａ 2 2 選択 2
西洋政治史Ｂ 2 2 選択 2
比較政治学 2 2 選択 2
日本の法律 2 2 選択 2

人事・労務の実務 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

法学部 法政策学科　2015〜2017年度入学者

注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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法学部 法政策学科　2015〜2017年度入学者

区
　
分

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

展　
　
　
　
　
　

開

金融取引法 2 2 選択 2

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、

法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 選択 2 「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

犯罪心理学 2 2 選択 2 あり 複数開講
矯正社会学Ⅰ 2 2 選択 2 あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 選択 2 あり
企業組織法 2 3 選択 2
企業ファイナンス法 2 3 選択 2

憲法上級（司法審査論） 2 3 選択 2 「憲法中級Ｂ（基本的
人権論）」修得済み

行政救済法 2 3 選択 2 「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

都市と法政策 2 3 選択 2 2 「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

国際法Ｃ（国際人権法） 2 3 選択 本年度休講
国際法Ｆ（国際人道法） 2 3 選択 本年度休講
西洋外交史Ａ 2 3 選択 2
西洋外交史Ｂ 2 3 選択 2
消費者法 2 2 選択 2
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

刑法Ⅰ（総論） 4 1 必修 4/集中 連続講義
複数開講 あり

民法Ⅰ（概論・総則・物権） 4 1 必修 通２ 民法Ⅱ（総則） 連続講義 履修不可

憲法中級Ａ（統治機構論） 2 2 選択 2 憲法Ⅱ（統治機構論）
憲法Ａ（統治機構論） あり あり

民法Ⅱ（債権各論） 2 2 選択 2 民法Ⅴ（債権法各論）
民法Ⅱ（債権各論） 複数開講

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

１年次民事法双方向講義 2
1年次
に限る

選択 2 1年次双方向講義
（民法徹底指導）

あり
「民法Ⅰ（概論・総
則・物権）」修得済み

複数開講 履修不可

政治学入門 2 1 選択 2 複数開講 あり
外国語学部生は２年次配当

プレップセミナー 2
1年次
に限る

選択 2 複数開講 クラス指定 履修不可

法律学入門 2 1 選択 集中 ｅ-ラーニング 履修不可

ファンダメンタル・セミナー 2
1年次
に限る

選択 2 あり 複数開講 履修不可

憲法初級Ａ（統治機構論） 2 1 選択 2 複数開講
「憲法A（統治機構論）」または
「憲法B（基本的人権論）」
修得済み者は履修不可

あり

憲法初級Ｂ（基本的人権論） 2 1 選択 2 複数開講
「憲法A（統治機構論）」または
「憲法B（基本的人権論）」
修得済み者は履修不可

あり

司法における外国語の役割 2 1 選択 通年集中
あり

「司法外国語プログラ
ム」登録者のみ履修可

2007・2008年度入学者は
テーマ別融合教育科目

あり
「司法外国語プログラム」
登録者のみ履修可

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ 選択 2

あり
「プレップセミナー」、
「民法Ⅰ（概論、総則、
物権）」修得済み

複数開講 4年次生
履修不可 履修不可

自由演習 2 2 選択 2 2 あり
複数履修可 履修不可

憲法中級Ｂ（基本的人権論） 2 2 選択 2 憲法Ⅰ（人権論）
憲法Ｂ（基本的人権論） あり あり

行政法総論Ａ 2 2 選択 2 行政法Ⅰ（総論）
行政法Ⅰ（入門）

あり
経済学部生は３年次配当

行政法総論Ｂ 2 2 選択 2 行政法Ⅰ（総論）
行政法Ⅰ（入門）

あり
経済学部生は３年次配当

行政組織法 2 2 選択 2 あり あり

環境法Ａ 2 2 選択 2 あり

あり
「環境人材プログラム」
登録者のみ履修可
３年次配当

環境法Ｂ 2 2 選択 2 あり あり
地方自治法 2 2 選択 2 あり あり
地方自治論Ｉ 2 2 選択 2 あり あり
地方自治論Ⅱ 2 2 選択 2 あり

国際法Ａ（総論） 2 2 選択 2 国際法Ⅰ（平時法）
国際法Ⅰ（総論・国家） あり あり

国際法Ｂ（国家管轄権） 2 2 選択 2 国際法Ⅰ（平時法）
国際法Ⅰ（総論・国家） あり あり

国際法Ｃ（国際人権法） 2 3 選択 国際法Ⅱ（紛争処理法）
国際法Ⅱ（人権・平和） 本年度休講

国際法Ｄ（国際責任・紛争処理） 2 2 選択 2 国際法Ⅱ（紛争処理法）
国際法Ⅱ（人権・平和） あり あり

法学部（法律学科）《2014年度以前入学者》

専門教育科目
法学部 法律学科　2014年度以前入学者
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法学部 法律学科　2014年度以前入学者

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

国際法Ｅ（国際安全保障法） 2 2 選択 2 国際法Ⅱ（紛争処理法）
国際法Ⅱ（人権・平和） あり あり

国際法Ｆ（国際人道法） 2 3 選択 国際法Ⅱ（紛争処理法）
国際法Ⅱ（人権・平和） 本年度休講

国際法Ｇ（国際機構法） 2 2 選択 2 国際機構論 あり あり

雇用関係法 2 2 選択 2 労働法

あり
「人事・労務プログラム」、
「多文化共生プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

労使関係法 2 2 選択 2 労働法
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み
経済学部生は３年次配当

税法Ⅰ（所得税法） 2 2 選択 2 税法
税法Ａ（所得税法） あり

あり
「人事・労務プログラム」登
録者と（2012年度以降入学
者）「会計・税務プログラム」
登録者のみ履修可
経済学部生は３年次配当

税法Ⅲ（法人税法） 2 2 選択 2 税法
税法Ｂ（法人税法） あり あり

経済学部生は３年次配当

社会福祉法 2 2 選択 2 社会保障法
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み
経済学部生は３年次配当

社会保険法 2 2 選択 2 履修不可
社会保障政策 2 2 選択 2 あり あり
格差と雇用政策 2 2 選択 2 社会政策双方向講義 あり あり

公法特殊講義 2 2 選択 2 あり

履修不可
あり

「公法特殊講義
（現代社会と税
法）」のみ履修可

人事・労務の実務 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

「人事・労務プログラム」
登録者優先

人事・労務インターンシップ 2 2 選択 通年集中 あり あり

実践労働法演習 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

あり
「人事・労務プログラム」
登録者優先

民法Ⅲ（債権総論・担保物権） 2 2 選択 2
民法Ⅳ（債権法総論）
民法Ⅲ（債権総論・
担保物権）

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

民法Ⅳ（親族・相続） 2 2 選択 2 民法Ⅵ（親族・相続法）
民法Ⅳ（親族・相続）

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

民事紛争処理論 4 2 選択 4 民事手続法Ⅰ（第一審手続）
民事手続法Ⅱ（上訴審手続等） あり 連続講義

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

医事法 2 2 選択 2 あり

あり
（2010年度入学者）
○融 「融合教育のための民
法（概論・総則）」修得済み

登記法 4 2 選択 4 あり 連続講義 あり

知的財産法Ⅰ
（特許法・実用新案法） 2 2 選択 2 知的財産法 あり

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

知的財産法Ⅱ（商標法・意匠法） 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

あり
「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先
○テ・○融「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

知的財産法Ⅲ（著作権法・不正競
争防止法・その他） 2 2 選択 2 あり

あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

国際私法 4 2 選択 通２ あり 連続講義
あり
○テ・○融 「融合教育のための
民法（概論・総則）」修得済み

民法特殊講義（家族法発展） 2 2 選択 2

民法特殊講義
（家族法政策）
民法特殊講義

（子どもをめぐる
法的諸問題）
家族法政策

「民法Ⅳ
（親族・相続）」
修得済み

○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 選択 2 あり 土地家屋調査士会
による寄附講座 あり

契約法発展 2 2 選択 2

あり
「民法Ⅱ
（債権各論）」
修得済み

あり
○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

不法行為法発展 2 2 選択 2

あり
「民法Ⅱ
（債権各論）」
修得済み

あり
○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

産業社会と知的財産 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

あり
「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

商法概論 2 2 選択 2 2 商法Ⅰ（総則・商法行為）
商法Ⅰ（総則・商法行為） リレー

あり
○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

会社法Ⅰ 2 2 選択 2/集中 商法Ⅱ（会社法） あり 複数開講
あり
○テ・○融「融合教育の
ための商法」修得済み

会社法Ⅱ 2 2 選択 2/集中 商法Ⅱ（会社法） あり 複数開講
あり
○テ・○融「融合教育の
ための商法」修得済み

有価証券法 2 2 選択 2/集中 商法Ⅲ（手形・小切手法）
商法Ⅲ（有価証券法） あり 複数開講 あり

保険法 2 2 選択 2
商法Ⅳ（保険法）
商法Ⅴ（海商法）
商法Ⅳ（保険・海商法）

あり あり

海商法 2 2 選択 2
商法Ⅳ（保険法）
商法Ⅴ（海商法）
商法Ⅳ（保険・海商法）

あり あり

国際取引法Ⅲ（英米） 4 2 選択 4 あり 連続講義
国際取引法Ⅳ（アジア・民事） 2 2 選択 本年度休講
国際取引法Ⅴ（アジア・商事） 2 2 選択 本年度休講
商法特殊講義（証券・商品取引） 2 2 選択 本年度休講
経済法 4 2 選択 連続講義 本年度休講 経済学部生は３年次配当
刑法Ⅱ（各論） 4 2 選択 通２ 連続講義
刑事訴訟法 4 2 選択 4 あり 連続講義 あり
少年法 2 2 選択 2 あり
社会安全政策Ｉ（総論） 2 2 選択 2 あり あり
社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 選択 2 あり あり
被害者学 2 2 選択 2 刑法特殊講義（被害者学） あり あり

法学部 法律学科　2014年度以前入学者
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法学部 法律学科　2014年度以前入学者

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

被害者政策 2 2 選択 本年度休講
犯罪社会学 2 2 選択 2 複数開講 あり

刑事司法と外国人 2 2 選択 2 あり 2008年度入学者は
テーマ別融合教育科目 あり

法哲学Ａ 2 2 選択 2 法哲学 あり 履修不可
法哲学Ｂ 2 2 選択 法哲学 本年度休講 履修不可
法社会学Ａ 2 2 選択 2 法社会学 あり
法社会学Ｂ 2 2 選択 2 法社会学 あり あり
日本法制史Ａ 2 2 選択 2 日本法制史 あり あり
日本法制史Ｂ 2 2 選択 2 日本法制史 あり あり
東洋法制史Ａ 2 2 選択 2 東洋法制史 あり
東洋法制史Ｂ 2 2 選択 2 東洋法制史 あり
西洋法制史Ａ 2 2 選択 西洋法制史 本年度休講
西洋法制史Ｂ 2 2 選択 西洋法制史 本年度休講

英米法 4 2 選択 4 英米法Ⅱ（私法）
英米法Ⅱ あり 連続講義 あり

大陸法 2 2 選択 本年度休講
日本近現代法史 2 2 選択 2 あり あり
ジェンダーと法 2 2 選択 2 あり あり
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 選択 本年度休講

政治学原論Ａ 2 2 選択 2 政治学原論 あり あり
経済学部生は３年次配当

政治学原論Ｂ 2 2 選択 2 政治学原論 あり あり
経済学部生は３年次配当

政治過程論Ａ 2 2 選択 2/集中 あり 複数開講 あり
政治過程論Ｂ 2 2 選択 2/集中 あり 複数開講 隔年開講 あり
政治思想史 2 2 選択 2 あり あり

比較政治学 2 2 選択 2 比較政治学（通年科目）
比較政治学Ａ あり あり

国際政治学Ａ 2 2 選択 2 国際政治学 あり
経済学部生は３年次配当

国際政治学Ｂ 2 2 選択 2 国際政治学 あり あり
経済学部生は３年次配当

行政学Ａ 2 2 選択 2 行政学 あり あり
経済学部生は３年次配当

日本外交史 2 2 選択 2 あり あり

アジア政治外交史Ｂ 2 2 選択 2 外交史Ⅲ（アジア外交史）
アジア外交史Ｂ あり

日本政治史 2 2 選択 2 政治史Ⅰ（日本政治史） あり
西洋政治史Ａ 2 2 選択 2 政治史Ⅱ（ヨーロッパ政治史） あり あり
西洋政治史Ｂ 2 2 選択 2 政治史Ⅱ（ヨーロッパ政治史） あり あり

政治学特殊講義 2 2 選択 あり 
複数履修可 本年度休講 履修不可

公共政策概論 2 2 選択 2 あり
政策分析論 2 2 選択 2 あり あり
地域ガバナンス論 2 2 選択 2 あり あり
環境ガバナンス論 2 2 選択 2 あり あり
警察学概論 2 2 選択 2 あり あり
警察政策論 2 2 選択 2 あり あり
公共政策と市民社会 2 2 選択 2 あり あり
日本の法律 2 2 選択 2 あり あり

法教育演習Ⅱ 2 2 選択 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

複数開講 履修不可

「法律学入門」演習 2 2 選択 2
あり

「法律学入門」
修得済み

複数開講 履修不可

総合安全保障論 2 2 選択 2 あり 防衛省等から講師を
招聘して実施 あり
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

英文契約書作成 4 3 選択 4
あり

「国際取引法Ⅲ
（英米）」修得済み

連続講義 あり

法学英書講読 2 2 選択 2 2 あり
複数履修可 複数開講 あり

複数履修可

政治学英書講読 2 2 選択 2 2 あり
複数履修可 複数開講 あり

複数履修可

法学独書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学独書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学露書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学露書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学仏書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学仏書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学伊書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

政治学伊書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

法学中書講読 2 2 選択 2 あり
複数履修可

あり
複数履修可

政治学中書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講 あり

複数履修可

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

選択 通２ あり あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

選択 集中
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

複数開講
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

民事訴訟法 4 2 選択 4 4 あり 連続講義 あり
金融取引法 2 2 選択 2 あり あり

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 選択 2
あり

「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

あり
「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

犯罪心理学 2 2 選択 2 あり あり
矯正社会学Ⅰ 2 2 選択 2 あり あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 選択 2 あり あり

２年次演習Ａ� 注１） 2
2年次
に限る

選択 2 あり 履修不可

２年次演習Ｂ� 注１） 2
2年次
に限る

選択 2 あり 履修不可

西洋外交史Ａ 2 3 選択 2 外交史Ⅱ（ヨーロッパ外交史） あり あり
西洋外交史Ｂ 2 3 選択 2 外交史Ⅱ（ヨーロッパ外交史） あり あり

憲法上級（司法審査論） 2 3 選択 2 憲法Ｃ
（司法審査論）

「 憲 法 Ⅰ（ 人
権論）」または

「 憲 法 Ｂ（ 基
本的人権論）」
修得済み

「憲法中級Ｂ（基本
的人権論）」修得済み

行政救済法 2 3 選択 2 行政法Ⅱ
（救済法）

「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

○法「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

都市と法政策 2 3 選択 2 2
あり

「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

あり
○法「行政法総論
Ａ・Ｂ」修得済み

３年次民事法双方向講義Ａ 2 3 選択 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

法学部 法律学科　2014年度以前入学者

注１）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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法学部 法律学科　2014年度以前入学者

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

３年次民事法双方向講義Ｂ 2 3 選択 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

民法特殊講義 2 3 選択 本年度休講

知的財産実務演習 4 3 選択 通 2

あり
「 知 的 財 産 法
Ⅰ・Ⅱ 」修 得 
済 み お よ び

「知財エキスパ 
ー ト プ ロ グ 
ラ ム 」登 録 者

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済みおよび「知
財エキスパートプ
ログラム」登録者
○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

知的財産実習 2 3 選択 通年集中

あり
「知的財産法
Ⅰ・Ⅱ」修得済
み「知的財産
実務演習」修
得済みまたは
履 修 中 お よ 
び「知財エキ 
ス パ ート プ 
ログラム」登 
録者

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み「知的財
産実務演習」修得済
みまたは履修中お
よび「知財エキス
パートプログラム」
登録者
○テ・○融「融合教育の
ための民法（概論・総
則）」修得済み

企業ファイナンス法 2 3 選択 2 商法Ⅲ
（有価証券法） あり あり

企業組織法 2 3 選択 2 あり あり

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 選択 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、「社
会安全政策Ⅰ（総論）」、

「社会安全政策Ⅱ（各
論）」を修得済み

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、「社
会 安 全 政 策 Ⅰ（ 総
論）」、「社会安全政策
Ⅱ（各論）」を修得済み

警察行政法 2 3 選択 2 あり あり

３年次刑事法双方向講義Ａ 2 3 選択 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

３年次刑事法双方向講義Ｂ 2 3 選択 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

グローカル人材論特殊講義 2 2 選択 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施 あり

グローカル人材PBL 2 3 選択 2 あり あり

地方自治未来論 2 3 選択 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施 あり

３年次演習Ａ� 注１） 2 3 選択 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

履修不可
「人事労務プログラム」
登録者のみ一部可

３年次演習Ｂ� 注１） 2 3 選択 2 ３年次演習
（同一副題科目）

あり
複数履修可

履修不可
「人事労務プログラム」
登録者のみ一部可

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

選択 通 2 あり あり

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

選択 集中
あり

「3年次アクション・
リサーチ」履修中

あり
「3年次アクション・
リサーチ」履修中

法教育演習Ⅲ 2 3 選択 集中

あり
「法教育演習Ⅰ」、
「法教育演習Ⅱ」
修得済み

履修不可

注１）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

法教育演習Ⅳ 2 2 選択必修 集中
あり 

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

総合政策リサーチ 2 3 選択 集中 あり あり

３年次公法双方向講義Ａ 2 3 選択 2

あり
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」
修得済み

履修不可

３年次公法双方向講義Ｂ 2 3 選択 2

あり
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」、
「憲法上級
（司法審査論）」
修得済み

履修不可

民事手続法リーガルライティング 2 3 選択 2
あり

「民事訴訟法」
修得済み

履修不可

会社法リーガルライティング 2 3 選択 2
あり

「会社法Ⅰ」
履修済み

履修不可

税法発展 2 3 選択 2 あり あり

４年次演習A� 注１） 2 4 選択 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

４年次演習� 注１） 2 4 選択 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

４年次公法双方向講義 2 4 選択 2

あり
「憲法中級Ａ
（統治機構論）」、
「憲法中級Ｂ
（基本的人権論）」、
「行政法総論Ａ」、
「行政法総論Ｂ」、
「憲法上級
（司法審査論）」、
「行政救済法」
修得済み

履修不可

４年次民事法双方向講義 2 4 選択 2

あり
「民法Ⅰ
（概論・総則・物権）」、
「民法Ⅱ（債権各論）」
修得済み

履修不可

法学部 法律学科　2014年度以前入学者

注１）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。
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法学部 法律学科　2014年度以前入学者

科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

４年次刑事法双方向講義 2 4 選択 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、
「刑法Ⅱ（各論）」、
「刑事訴訟法」
修得済み

履修不可

司法翻訳演習（中国語） 2 3 選択 2 あり あり
消費者法 2 2 選択 2
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

刑法Ⅰ（総論） 4 1 必修 4/集中 連続講義
複数開講

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、

法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

民法Ⅰ（概論・総則・物権） 4 1 必修 通２ 連続講義
政治学入門 2 1 選択必修 2 複数開講
民法Ⅱ（債権各論） 2 2 選択 2 複数開講

プレップセミナー 2
1年次
に限る

選択 2 複数開講 クラス指定

法律学入門 2 1 選択 集中 ｅ-ラーニング 履修不可

法政策基礎リサーチ 2
1年次
に限る

選択 2 あり 複数開講 履修不可

憲法初級Ａ（統治機構論） 2 1 選択 2 複数開講
「憲法A（統治機構論）」また
は「憲法B（基本的人権論）」
修得済み者は履修不可

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

憲法初級Ｂ（基本的人権論） 2 1 選択 2 複数開講
「憲法A（統治機構論）」また
は「憲法B（基本的人権論）」
修得済み者は履修不可

司法における外国語の役割 2 1 選択 通年集中
あり

「司法外国語プログラ
ム」登録者のみ履修可

日本近現代法史 2 2 選択必修 2 あり
公共政策概論 2 2 選択必修 2 あり
法社会学Ａ 2 2 選択必修 2

自由演習 2 2 選択
2 あり

複数履修可2

憲法中級Ａ（統治機構論） 2 2 選択必修 2 憲法Ａ
（統治機構論）

憲法中級Ｂ（基本的人権論） 2 2 選択 2 憲法Ｂ
行政法総論Ａ 2 2 選択 2
行政法総論Ｂ 2 2 選択 2
行政組織法 2 2 選択 2 あり
環境法Ａ 2 2 選択 2 あり
環境法Ｂ 2 2 選択 2 あり
地方自治法 2 2 選択 2 あり
地方自治論Ｉ 2 2 選択 2
地方自治論Ⅱ 2 2 選択 2
国際法Ａ（総論） 2 2 選択 2
国際法Ｂ（国家管轄権） 2 2 選択 2
国際法Ｃ（国際人権法） 2 3 選択 本年度休講
国際法Ｄ（国際責任・紛争処理） 2 2 選択 2
国際法Ｅ（国際安全保障法） 2 2 選択 2
国際法Ｆ（国際人道法） 2 3 選択 本年度休講
国際法Ｇ（国際機構法） 2 2 選択 2
雇用関係法 2 2 選択 2
労使関係法 2 2 選択 2
税法Ⅰ（所得税法） 2 2 選択 2 税法Ａ（所得税法）
税法Ⅲ（法人税法） 2 2 選択 2 税法Ｂ（法人税法）
社会福祉法 2 2 選択 2 隔年開講
社会保障政策 2 2 選択 2
社会保険法 2 2 選択 2
格差と雇用政策 2 2 選択 2 社会政策双方向講義

人事・労務の実務 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

人事・労務インターンシップ 2 2 選択 通年集中 あり

実践労働法演習 2 2 選択 2
あり

「人事・労務プログ
ラム」登録者優先

民法Ⅲ（債権総論・担保物権） 2 2 選択 2
民法Ⅳ（親族・相続） 2 2 選択 2
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

民事紛争処理論 4 2 選択 4 連続講義

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

医事法 2 2 選択 2
登記法 4 2 選択 4 連続講義
知的財産法Ⅰ

（特許法・実用新案法） 2 2 選択 2

知的財産法Ⅱ（商標法・意匠法） 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

知的財産法Ⅲ（著作権法・不正競
争防止法・その他） 2 2 選択 2

国際私法 4 2 選択 通２ 連続講義

民法特殊講義（家族法発展） 2 2 選択 2 家族法政策 「民法Ⅳ（親族・
相続）」修得済み

土地家屋の調査と表示の登記 2 2 選択 2 土地家屋調査士会
による寄附講座

契約法発展 2 2 選択 2
あり

「民法Ⅱ（債権
各論）」修得済み

不法行為法発展 2 2 選択 2
あり

「民法Ⅱ（債権
各論）」修得済み

産業社会と知的財産 2 2 選択 2
あり

「知財エキスパートプ
ログラム」登録者優先

実務家講師を
招聘して実施

商法概論 2 2 選択 2 2 リレー
会社法Ⅰ 2 2 選択 2/集中 複数開講
会社法Ⅱ 2 2 選択 2/集中 複数開講
有価証券法 2 2 選択 2/集中 複数開講
保険法 2 2 選択 2
海商法 2 2 選択 2
国際取引法Ⅲ（英米） 4 2 選択 4 あり 連続講義
国際取引法Ⅳ（アジア・民事） 2 2 選択 本年度休講
国際取引法Ⅴ（アジア・商事） 2 2 選択 本年度休講
商法特殊講義（証券・商品取引） 2 2 選択 本年度休講
経済法 4 2 選択 連続講義 本年度休講
刑法Ⅱ（各論） 4 2 選択 通２ 連続講義
刑事訴訟法 4 2 選択 4 連続講義
少年法 2 2 選択 2
社会安全政策Ｉ（総論） 2 2 選択 2 あり
社会安全政策Ⅱ（各論） 2 2 選択 2 あり
被害者学 2 2 選択 2
被害者政策 2 2 選択 本年度休講
犯罪社会学 2 2 選択 2
刑事司法と外国人 2 2 選択 2 あり
法哲学Ａ 2 2 選択 2
法哲学Ｂ 2 2 選択 本年度休講
法社会学Ｂ 2 2 選択 2
日本法制史Ａ 2 2 選択 2
日本法制史Ｂ 2 2 選択 2
東洋法制史Ａ 2 2 選択 2
東洋法制史Ｂ 2 2 選択 2
西洋法制史Ａ 2 2 選択 本年度休講
西洋法制史Ｂ 2 2 選択 本年度休講
英米法Ⅰ 4 2 選択 英米法Ⅰ（公法） 本年度休講

英米法 4 2 選択 4 英米法Ⅱ（私法）
英米法Ⅱ あり 連続講義

大陸法 2 2 選択 本年度休講
ジェンダーと法 2 2 選択 2
基礎法学特殊講義（情報法） 2 2 選択 本年度休講
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

政治学原論Ａ 2 2 選択 2 あり

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

政治学原論Ｂ 2 2 選択 2 あり
政治過程論Ａ 2 2 選択 2/集中 複数開講
政治過程論Ｂ 2 2 選択 2/集中 複数開講 隔年開講
政治思想史 2 2 選択 2
比較政治学 2 2 選択 2 比較政治学Ａ
国際政治学Ａ 2 2 選択 2
国際政治学Ｂ 2 2 選択 2
行政学Ａ 2 2 選択 2
日本外交史 2 2 選択 2
アジア政治外交史Ｂ 2 2 選択 2
日本政治史 2 2 選択 2
西洋政治史Ａ 2 2 選択 2
西洋政治史Ｂ 2 2 選択 2

政治学特殊講義 2 2 選択 あり 
複数履修可 本年度休講

政策分析論 2 2 選択 2
地域ガバナンス論 2 2 選択 2
環境ガバナンス論 2 2 選択 2
警察学概論 2 2 選択 2
警察政策論 2 2 選択 2
公共政策と市民社会 2 2 選択 2
日本の法律 2 2 選択 2

法教育演習Ⅰ 2 ２セメ 選択 2

あり
「プレップセミナー」、
「民法Ⅰ（概論、総則、
物権）」修得済み

複数開講 ４年次生
履修不可

総合安全保障論 2 2 選択 2 あり 防衛省等から講師を
招聘して実施

英文契約書作成 4 3 選択 4
あり

「国際取引法Ⅲ（英米）」
修得済み

連続講義

法学英書講読 2 2 選択 2 2 あり
複数履修可 複数開講

政治学英書講読 2 2 選択 2 2 あり
複数履修可 複数開講

法学独書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

政治学独書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

法学露書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

政治学露書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

法学仏書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

政治学仏書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

法学中書講読 2 2 選択 2 あり
複数履修可

政治学中書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

法学伊書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

政治学伊書講読 2 2 選択 あり
複数履修可 本年度休講

２年次アクション・リサーチⅠ 4
2年次
に限る

選択 通２ あり

２年次アクション・リサーチⅡ 2
2年次
に限る

選択 集中
あり

「2年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

複数開講

法学部 法政策学科　2014年度以前入学者
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

総合政策リサーチ 2 3 選択 集中 あり

他
学
部
生
の
履
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
学
科
の
同
箇
所
を
参
照
の
こ
と

民事訴訟法 4 2 選択 4 4 連続講義
金融取引法 2 2 選択 2

刑事訴訟法Ⅱ 2 2 選択 2 「刑事訴訟法Ⅰ」
修得済み

犯罪心理学 2 2 選択 2 あり 複数開講
矯正社会学Ⅰ 2 2 選択 2 あり
矯正社会学Ⅱ 2 2 選択 2 あり

２年次演習Ａ� 注２） 2
2年次
に限る

選択 2 あり

２年次演習Ｂ� 注２） 2
2年次
に限る

選択 2 あり

西洋外交史Ａ 2 3 選択 2
西洋外交史Ｂ 2 3 選択 2

憲法上級（司法審査論） 2 3 選択 2 憲法Ｃ
（司法審査論）

「憲法Ｂ（基本的
人権論）」または

「憲法中級Ｂ（基本
的人権論）」修得済み

行政救済法 2 3 選択 2 「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

都市と法政策 2 3 選択 2 2 「行政法総論Ａ・Ｂ」
修得済み

公法特殊講義 2 2 選択 2 あり

知的財産実務演習 4 3 選択 通２

あり
「 知 的 財 産 法 Ⅰ・Ⅱ 」
修 得 済 み お よ び「 知
財 エ キ ス パ ー ト プ ロ 
グラム」登録者のみ履修可

知的財産実習 2 3 選択 通年集中

あり
「知的財産法Ⅰ・Ⅱ」
修得済み「知的財産
実務演習」修得済み
または履修中および

「知財エキスパート
プログラム」登録者
のみ履修可

企業ファイナンス法 2 3 選択 2
企業組織法 2 3 選択 2

社会安全政策演習（立法過程） 2 3 選択 2

あり
「刑法Ⅰ（総論）」、「社
会安全政策Ⅰ（総論）」、

「社会安全政策Ⅱ（各
論）」を修得済み

警察行政法 2 3 選択 2

グローカル人材論特殊講義 2 2 選択 2 あり 京都経済4団体から
講師を招聘して実施

グローカル人材PBL 2 3 選択 2 あり

地方自治未来論 2 3 選択 2 地方自治体等から
講師を招聘して実施

法教育演習Ⅱ 2 2 選択 集中
あり

「法教育演習Ⅰ」
修得済み

複数開講

「法律学入門」演習 2 2 選択 2
あり

「法律学入門」
修得済み

複数開講

３年次アクション・リサーチⅠ 4
3年次
に限る

選択 通２ あり

３年次アクション・リサーチⅡ 2
3年次
に限る

選択 集中
あり

「3年次アクション・
リサーチⅠ」履修中

法教育演習Ⅲ 2 3 選択 集中

あり
「法教育演習Ⅰ」、
「法教育演習Ⅱ」
修得済み

法学部 法政策学科　2014年度以前入学者
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科　目　名 単位

配当
年次
当該年次
以上は
履修可能

必修・
選択別

週時数
同一内容科目名
本欄に記載されている
旧科目は同一科目扱い
となるので、単位修得
済みの場合、当該科目
は履修不可

履修条件 開講形態 備　　考 他学部生の履修
開講学期

春 秋

法教育演習Ⅳ 2 2 選択必修 集中
あり 

「法教育演習Ⅰ・Ⅱ」
修得済み

複数開講 履修不可

３年次演習Ａ� 注２） 2 3 選択 2 ３年次演習（同一副題科目） あり
複数履修可

３年次演習Ｂ� 注２） 2 3 選択 2 ３年次演習（同一副題科目） あり
複数履修可

フィールド・リサーチ 4 3 選択 通年集中 フィールド・リサーチ
（同一プログラム開講） あり 注１） 履修不可

税法発展 2 3 選択 2 あり あり

４年次演習A� 注２） 2 4 選択 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

４年次演習� 注２） 2 4 選択必修 2

あり
3年次演習の
複数履修を許可
された者に限り、
複数履修可
2･3年次演習A･B
のうち、いずれ
か1科目以上修得
していること

履修不可

司法翻訳演習（中国語） 2 3 選択 2 あり あり
消費者法 2 2 選択 2

注１）選択する履修プログラムの「フィールド・リサーチ」を登録のこと。同一年度の複数履修不可（履修要項参照）。
注２）担当教員や開講年度により、合同授業の組み合わせが異なります。詳細は、電子掲示板POSTにてお知らせ致します。

法学部 法政策学科　2014年度以前入学者

25


	法学部
	《2015～2017年度入学者》
	法律学科
	法政策学科

	《2014年度以前入学者》
	法律学科
	法政策学科





